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バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
現
状

木
質
や
有
機
系
廃
棄
物
、
農
産
物
な
ど
の
バ
イ
オ
マ

ス
（
生
物
資
源
）
は
、
古
く
か
ら
人
類
に
と
っ
て
身
近

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
現
在
も
世
界
で
最
も
多
く
使

わ
れ
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

し
か
し
、
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
な
い
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
は
、
む
し
ろ
気
候
変
動
を
悪
化
さ
せ
、
生
物
多
様

性
を
損
ね
、食
料
と
の
競
合
や
深
刻
な
労
働
問
題
な
ど
、

重
大
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
特
に
、
温
暖
化
対
策
等

の
た
め
、
人
為
的
な
促
進
策
が
採
ら
れ
る
場
合
は
、
十

分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
で
も
、
２
０
１
２
年
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が
開
始
し
て
以

来
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
認
定
量
・
稼
働
量
は
急
増
し

た
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
お
い
て
、
現
状
で
は
間
伐
材
等
を

燃
料
と
す
る
未
利
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
（
電
力
買

取
価
格
は
２
０
０
０
㌔
㍗
未
満
が
40
円
／
㌔
㍗
時
、
そ

れ
以
上
が
32
円
／
㌔
㍗
時
）、
製
材
端
材
や
Ｐ
Ｋ
Ｓ
、

輸
入
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
の
一
般
木
材
（
１
万
㌔
㍗
以
下
24

円
／
㌔
㍗
時
、
そ
れ
以
上
は
入
札
）、
建
設
廃
材
の
リ

サ
イ
ク
ル
木
材
（
13
円
／
㌔
㍗
時
）、
廃
棄
物
（
17
円

／
㌔
㍗
時
）、
下
水
汚
泥
・
家
畜
糞
尿
・
食
品
廃
棄
物

な
ど
の
メ
タ
ン
発
酵
（
39
円
／
㌔
㍗
時
）
に
区
分
さ

れ
、
20
年
間
固
定
価
格
で
買
い
取
ら
れ
る
。
同
制
度

に
よ
り
２
０
１
９
年
12
月
時
点
で
、
計
４
１
１
カ
所
、

２
２
１
万
㌔
㍗
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
稼
働
し
、
同

じ
く
６
６
２
カ
所
８
５
４
万
㌔
㍗
が
認
定
さ
れ
た
。
稼

働
容
量
の
６
割
強
、
認
定
容
量
の
９
割
弱
が
主
に
輸
入

バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
料
と
す
る
一
般
木
材
バ
イ
オ
マ
ス
の

区
分
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

 

Ｆ
Ｉ
Ｔ
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
課
題

Ｆ
Ｉ
Ｔ
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
お
け
る
大
き
な

課
題
の
一
つ
は
、
パ
ー
ム
油
が
発
電
燃
料
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
農
園
開
発
は
、
ボ
ル
ネ
オ
島
な
ど
東
南
ア
ジ

ア
に
お
け
る
熱
帯
林
減
少
の
第
一
要
因
と
言
わ

れ
て
お
り
、
泥
炭
林
開
発
に
よ
っ
て
大
量
の
温

室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い
る
。

経
済
産
業
省
が
開
催
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
持
続

可
能
性
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
資
料
で
も
、

パ
ー
ム
油
発
電
は
天
然
ガ
ス
以
上
の
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（
図
２
）。

パ
ー
ム
油
発
電
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
８
年
、

２
０
１
９
年
の
調
達
価
格
等
算
定
員
会
や
バ
イ

オ
マ
ス
持
続
可
能
性
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、
厳
格
な
持
続
可
能
性
基
準
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
２
０
１
７
年
に
一
般
木
材
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
買
取
価
格
引
き
下
げ
（
そ
の
後
、
入
札
制
へ
移
行
）

直
前
の
駆
け
込
み
認
定
を
受
け
た
案
件
が
、最
近
、次
々

に
建
設
・
稼
働
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け

て
、
燃
料
と
な
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
輸
入
も
２
０
１
９

年
に
１
６
１
万
㌧
と
一
年
で
１
・
５
倍
に
急
増
し
た
。

輸
入
国
の
内
訳
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
カ
ナ
ダ
が

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
と
課
題

その11

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長　

泊 

み
ゆ
き

森林と
自然エネルギー
を再考する

森林と
自然エネルギー
を再考する

図１：再生可能エネルギー固定価格買取制度におけるバイオマス発電
の稼働・認定状況（新規）

出典：資源エネルギー庁資料より著者作成
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１
位
だ
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
は
ベ
ト
ナ
ム
が
急
増
し

て
い
る
（
図
３
）。

日
本
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
お
い
て
、
輸
入
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
は
、
林
野
庁
の
発
電
利
用
に
供
す
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
証
明
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
合
法

性
の
確
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
産
ペ
レ
ッ

ト
で
は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
制
度
に
よ
る
確
認
が
多
く
行
わ
れ

て
い
る
が
、
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る

ペ
レ
ッ
ト
に
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
適
合

し
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
念
が
持
た
れ
て
い
る

（
参
考
資
料
）。

ま
た
、
今
年
以
降
、
米
国
か
ら
大
量

の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
輸
入
さ
れ
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
日
本
が
輸
入
す
る
ペ

レ
ッ
ト
製
造
企
業
で
は
、
自
然
林
を
皆

伐
し
た
木
材
も
原
料
と
し
て
い
る
。

図
４
は
欧
州
の
20
人
の
研
究
者
に
よ

る
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
持
続
可
能
性

に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
焼

し
石
炭
や
天
然
ガ
ス
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
と
均
衡
す
る
年
数
は
、
伐
採
の
場

合
、
樹
木
が
十
分
成
長
し
炭
素
ス
ト
ッ

ク
が
復
元
さ
れ
る
ま
で
に
１
０
０
年
以

上
か
か
る
。
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
伐
採

し
、
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
に
加
工
し
て
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
を
行
っ
て
も
、
天
然
ガ
ス

発
電
以
上
の
削
減
効
果
が
得
ら
れ
る
の

が
数
百
年
後
で
は
、
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
温
暖
化
対
策
と
し
て
適
切

で
は
な
い
。

こ
う
し
た
問
題
を
受
け
て
、
経
済
産
業
省
で
は

２
０
２
０
年
夏
よ
り
、
持
続
可
能
性
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
開
催
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

量
に
つ
い
て
、
専
門
的
・
技
術
的
検
討
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

国
産
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
状
況

図２：バイオマス燃料のライフサイクル GHG 排出量試算

出典：経済産業省バイオマス持続可能性ワーキンググループ第１回資料５

木質ペレットの原料として伐採された米国ノースカロライナ州湿地林

写真：Marlboro Productions

図３：国別ペレット輸入量の推移（単位：万トン）

出典：On-site Report　No. 358,407 より著者作成

カナダ ベトナム その他
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従
来
、
製
材
端
材
や
建
設
廃
材
、
食
品
廃
棄
物
や
下

水
汚
泥
な
ど
が
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

さ
れ
て
き
た
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
林
地
残
材
な
ど
が

６
０
０
万
立
方
㍍
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図

５
）。こ

れ
に
よ
っ
て
、
各
地
に
雇
用
が
生
ま
れ
、
地
域
経

済
へ
の
恩
恵
も
生
じ
て
い
る
。
だ
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
材

の
買
取
価
格
は
低
く
、
山
主
へ
は
ほ
と
ん
ど
利
益
が
還

元
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
数
年
、
世
界
的
に
急
速
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
対
す
る
視
線
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。太
陽
光
、

風
力
発
電
が
㌔
㍗
時
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
２
円
、
６
円
以

下
ま
で
発
電
コ
ス
ト
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
燃

料
を
購
入
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
は
、
化
石
燃

料
発
電
よ
り
も
安
価
に
発
電
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
あ
る
ほ
と

ん
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
20
年
間
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
期

間
が
終
了
す
れ
ば
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
建
設
廃
材
な
ど
よ
り

安
価
な
燃
料
に
転
換
す
る
か
、
電
力
を
高
く
売
る
方
法

を
編
み
出
す
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
設
備
が
利
用
可
能

で
も
発
電
を
停
止
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

熱
電
併
給
、熱
利
用
へ
の
シ
フ
ト
を

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
問
題
の
一
つ
は
、

発
電
効
率
が
30
％
台
以
下
と
低
く
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
効
果
も
限
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
利
用
効
率
が
60
～

95
％
と
よ
り
高
い
、
熱
電
併
給
（
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
や
熱
利
用
で
あ
れ
ば
回

避
で
き
る
。
ま
た
、
価
格
的
に
も
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
は
灯
油
や
重
油
に
対
し
て
価

格
競
争
力
を
持
ち
う
る
た
め
、
今
後
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
は
熱
利
用
中
心
に
使
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
電
併
給
で
は
、

こ
こ
数
年
、
木
質
ガ
ス
化
コ
ジ
ェ
ネ
や
Ｏ

Ｒ
Ｃ
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
キ
ン
サ
イ
ク

ル
）
と
い
っ
た
機
器
が
導
入
さ
れ
始
め
て

い
る
。
木
質
ガ
ス
化
コ
ジ
ェ
ネ
で
は
、
乾

燥
チ
ッ
プ
を
使
う
ボ
ル
タ
ー
社
、
シ
ュ
パ

ナ
ー
社
あ
る
い
は
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
ブ
ル

ク
ハ
ル
ト
社
な
ど
の
機
器
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
多
数
導

入
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
稼
働
し
て
い
る
。
た
だ
、

15
％
未
満
の
含
水
率
の
木
質
チ
ッ
プ
や
Ａ
１
規
格
の
ペ

レ
ッ
ト
と
い
っ
た
高
い
品
質
の
燃
料
が
要
求
さ
れ
、
熱

利
用
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
含
め
、
現
在
試
行
錯
誤
が
続

い
て
い
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
で
は
未
利
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

２
０
０
０
㌔
㍗
未
満
に
40
円
／
㌔
㍗
時
と
い
う
高
い
買

取
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
Ｆ
Ｉ

Ｔ
な
し
で
の
経
済
的
自
立
は
困
難
で
あ
る
。
未
利
用
木

図４：森林バイオマスの類型別の石炭、天然ガスに代替する場合の年数

出典：Multi-functionality and Sustainability in the European Union‘s Forests

図５：間伐材・林地残材等に由来するチップ利用量（単位：万 m3）

出典：木質バイオマスエネルギー利用動向調査等より著者作成
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質
の
条
件
を
は
ず
し
、
よ
り
安
価
な
バ
イ
オ
マ
ス
を
使

い
、
熱
需
要
に
合
わ
せ
た
設
置
を
行
い
、
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
を
集
中
的
に
生
産
す
る
な
ど
し
て
、
経
済
的
に
自

立
し
う
る
事
業
に
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

日
本
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
と
電
力
、
と
捉
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
際
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
終

需
要
の
半
分
は
熱
利
用
で
あ
る
。
温
暖
化
対
策
の
点
か

ら
も
、
熱
分
野
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
は
欠
か
せ

な
い
。
現
在
、
日
本
の
熱
需
要
の
用
途
は
、
空
調
、
給

湯
、
厨
房
と
産
業
用
で
、
産
業
用
が
最
も
多
い
。

熱
利
用
も
需
要
に
よ
っ
て
温
度
帯
が
異
な
る
が
、
バ

イ
オ
マ
ス
は
容
易
に
高
温
が
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
工
場

で
使
う
産
業
用
熱
に
向
い
て
い
る
。
暖
房
（
空
調
）
や

給
湯
は
、
50
℃
程
度
の
低
温
で
可
能
で
、
太
陽
熱
、
地

中
熱
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
で
供
給
で
き
る
が
、
そ
れ

ら
で
は
高
温
を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
。

日
本
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
は
、
こ
こ
数
年
、

増
加
が
足
踏
み
状
態
に
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

補
助
金
に
よ
っ
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入

し
た
が
故
障
な
ど
に
よ
り
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
り
、導
入
費
が
化
石
燃
料
に
比
べ
著
し
く
高
い
こ
と
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
安
定
的
な
供
給
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
企
業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｒ
Ｅ
１
０
０
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
な
っ

て
お
り
、
工
場
へ
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を

提
案
・
設
置
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
会
社
や
、
あ

る
い
は
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
熱
供
給
会
社
を
育
成
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
拡
大
に
役
立
つ

と
考
え
ら
れ
る
。

既
存
の
産
業
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
成
功
例
で
は
、

例
え
ば
千
葉
県
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
工
場
に
お
い

て
、
１
５
０
０
㌔
㍗
の
ス
ト
ー
カ
ー
炉
直
接
燃
焼
の
熱

電
併
給
設
備
を
導
入
し
、
良
質
な
建
設
廃
材
を
ボ
ー
ド

原
料
に
、
低
質
の
建
設
廃
材
を
燃
料
と
す
る
事
例
が
あ

る
。こ
の
工
場
で
は
、ス
テ
ラ
社
の
ベ
ル
ト
ド
ラ
イ
ヤ
ー

を
導
入
し
、
熱
電
併
給
の
廃
熱
、
80
℃
の
温
水
を
使
っ

て
原
料
チ
ッ
プ
の
乾
燥
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事

例
で
は
補
助
金
も
Ｆ
Ｉ
Ｔ
も
使
っ
て
い
な
い
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ

で
の
建
設
廃
材
を
燃
料
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
買

取
価
格
は
13
円
／
㌔
㍗
時
で
あ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
売
電
す

る
よ
り
も
、
自
家
消
費
し
た
方
が
経
済
性
が
あ
る
と
い

う
判
断
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
熱
利
用
の
規
模
が
大
き

く
、
条
件
が
合
う
な
ら
熱
電
併
給
に
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

当
面
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
は
、
温
泉
施
設

や
病
院
、
福
祉
施
設
、
あ
る
い
は
家
庭
用
の
給
湯
・
空

調
需
要
向
け
の
導
入
も
可
能
だ
が
、
将
来
的
に
は
、
産

業
用
熱
を
中
心
に
考
え
る
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。さ
ら
に
、

熱
も
高
温
か
ら
低
温
へ
と
順
に
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
お
い
て
は
、
多

く
の
面
で
注
意
が
必
要
だ
が
、
本
質
的
に
は
、
持
続
可

能
な
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
以
下
の
三
つ
に
集
約
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。

①
地
域
の
、
②
廃
棄
物
系
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
、
③
熱

利
用
中
心
に
使
う
、
こ
と
で
あ
る
。

Ｆ
Ｓ
Ｃ
や
持
続
可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
円
卓

会
議
（
Ｒ
Ｓ
Ｂ
）
と
い
っ
た
厳
し
い
持
続
可
能
性
認
証

を
得
た
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ
っ
て
も
、
地
球
を
半
周
し
て

運
搬
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
発
生
し
た
近
場
で

使
う
方
が
、
経
済
的
に
も
環
境
社
会
的
に
も
合
理
的
で

あ
る
。

ま
た
、
森
林
か
ら
伐
採
し
た
樹
木
を
丸
ご
と
原
料
と

す
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
や
、
農
産
物
で
あ
る
パ
ー
ム
油
を

燃
料
利
用
す
る
場
合
、
土
地
利
用
転
換
や
生
産
に
関
わ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
多
く
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
が
多
く
な
る
。
木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
に
そ
ぐ

わ
な
か
っ
た
り
食
料
と
の
競
合
の
問
題
も
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
廃
棄
物
系
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク

は
少
な
い
。
そ
し
て
熱
利
用
ま
た
は
熱
電
併
給
で
あ
れ

ば
、
利
用
効
率
が
高
く
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
よ
う
な
支
援
が
な

く
て
も
経
済
的
な
自
立
が
見
込
ま
れ
る
。

今
後
も
人
間
社
会
は
木
材
を
必
要
と
し
、
持
続
可
能

な
木
材
利
用
を
追
求
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。そ
の
際
に
、

マ
テ
リ
ア
ル
利
用
が
困
難
な
樹
皮
や
端
材
、
あ
る
い
は

使
用
後
の
廃
材
を
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
す
る

の
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
＝

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
現
実
か
ら
懸
け
離
れ

た
仮
定
に
基
づ
き
、
や
み
く
も
に
バ
イ
オ
マ
ス
を
使
う

こ
と
は
、
深
刻
な
問
題
を
発
生
さ
せ
る
。

更
な
る
科
学
的
精
査
が
必
要
だ
が
、
こ
う
し
た
こ
と

を
考
慮
し
な
が
ら
、
今
後
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

参
考
資
料

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
燃
料
の
輸
入
木
質
ペ
レ
ッ

ト
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
大
量
偽
装
の
疑
念

http://rief-jp.org/ct4/102720

輸
入
さ
れ
る
発
電
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
管
理
ー
森
林
認

証
と
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
関
係

http://jsfm
f.net/energy/fitw

ithFSC/fitw
ithFSC.htm
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を
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の
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と


